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ザ
ン
ス
カ
ー
ル
の
未
踏
峰
探
検
に
、

い
き
な
り
私
が
飛
び
つ
い
た
訳
で
は
な

い
。
多
く
の
人
た
ち
と
の
ご
縁
が
、‥

イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
の

未
踏
峰
探
検
に
私
を
誘
い
出
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

京
大
山
岳
部
の
先
輩
で
あ
る
高
野
昭

吾
氏
の
長
女「
た
か
の
て
る
こ
」さ
ん
が
、

『
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
恋
し
て
』と
い
う
本

を
出
版
さ
れ（
２
０
０
４
年
９
月
1５
日
、

幻
冬
舎
発
行
）、高
野
先
輩
か
ら
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
。「
た
か
の
て
る
こ
」さ
ん

の
名
文
で
、
こ
の
本
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
イ
ン
ド
北
西
部
の
ラ
ダ
ッ
ク
の
純

朴
な
住
民
と
美
し
い
自
然
に
、
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
ラ
ダ
ッ
ク
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
、
い
ろ
い
ろ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
京
大
山
岳
部

の
大
先
輩
の
川
喜
田
二
郎
氏
に
師
事
さ

れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
鎌
田
陽
司
さ
ん
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
生
ま
れ
の
言
語
人
類
学
者
で
あ
る

H
elena‥N

orberg-H
odge

さ
ん
が
執

筆
さ
れ
た
書
籍
『A

ncient‥F
uture,‥

L
earning‥F

rom
‥L
adakh

』（
１
９
９

１
年
、O

xford‥U
niversity‥P

ress

）

を
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
早
速
、翻
訳
本
の『
ラ
ダ
ッ
ク　

懐

か
し
い
未
来
』（
２
０
０
３
年
７
月
10

日
、
山
と
溪
谷
社
発
行
）を
買
い
求
め
、

何
度
も
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
熟
読
し
た
。

ヘ
レ
ナ
さ
ん
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
が
外
国

人
に
開
放
さ
れ
た
翌
年
の
１
９
７
５
年

か
ら
十
数
年
間
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
毎
年
数

ヶ
月
間
滞
在
さ
れ
、
ラ
ダ
ッ
ク
人
や
ザ

ン
ス
カ
ー
ル
人
と
の
交
流
を
積
み
重
ね

て
ラ
ダ
ッ
ク
の
文
化
や
伝
統
を
経
験
さ

れ
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
発

展
の
た
め
に
「
レ
デ
ッ
グ
」（L

adakh‥
E
cological‥D

evelopm
ent‥G

roup

）

を
設
立
し
た
女
性
で
あ
る
。
鎌
田
陽
司

さ
ん
も
数
年
間
ラ
ダ
ッ
ク
に
滞
在
さ
れ
、

世
界
に
ラ
ダ
ッ
ク
の
情
報
を
発
信
す
る

ヘ
レ
ナ
さ
ん
に
共
鳴
し
て
、
ヘ
レ
ナ
さ

ん
を
日
本
に
紹
介
す
べ
く
今
回
の
翻
訳

本
の
出
版
と
な
っ
た
ら
し
い
。
ヘ
レ
ナ

さ
ん
が
来
日
さ
れ
た
と
き
、
講
演
会
で

二
度
、
彼
女
の
ラ
ダ
ッ
ク
の
話
を
聴
く

機
会
を
得
た
。

ラ
ダ
ッ
ク
に
興
味
が
増
す
に
つ
れ
、

よ
り
詳
し
い
知
識
を
得
た
い
と
本
屋
で

探
し
回
り
、
高
木
辛
也
著『
ラ
ダ
ッ
ク
』

（
２
０
０
１
年
６
月
21
日
、旅
行
人
ウ
ル

ト
ラ
ガ
イ
ド
発
行
）を
発
見
し
、買
い
求

め
た
。‥

こ
の
本
に
よ
る
と
行
政
区
域
と

し
て
のJam

m
u‥&
‥K
ashm

ir

州
の
中

に
、
ラ
ダ
ッ
ク
と
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
人
口
的
に
は
ラ
ダ
ッ

ク
が
圧
倒
的
に
大
き
い
が
、
ザ
ン
ス
カ

ザ
ン
ス
カ
ー
ル（
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）の

未
踏
峰
探
検
と
人
の
縁

イ
ン
ド
北
西
部
に
陸
封
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
残
る
「
チ
ベ
ッ
ト
世
界
」
ラ
ダ
ッ

ク
、
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
。
ど
こ
よ
り
も
色
濃
く
チ
ベ
ッ
ト
文
化
を
と
ど
め
る
こ

の
地
は
、
未
踏
峰
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
永
年
に
わ
た
っ
て
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
を

く
ま
な
く
踏
査
し
た
阪
本
公
一
会
員
に
、
10
年
間
の
足
跡
を
レ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
い
た
。

阪
本
公
一
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峰
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
」と
の
深
い
関
心
が
湧
い
て
き
た
。

　

帰
国
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の

友
人S

atyabrata

さ
ん
に
早
速
問
い
合

わ
せ
た
。
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
南
部
の
山
々

は
、
ほ
と
ん
ど
が
未
踏
峰
の
ま
ま
で
残

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、「
自
分
は
詳

し
い
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
重
鎮
のH

arish‥
K
apadia

さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
ど

う
か
」‥

と
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰

っ
た
。

H
arish‥K

apadia

さ
ん
か
ら
早
速
返

事
が
あ
り
、「
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
南
部
は

い
ま
だ
誰
も
登
り
に
行
っ
て
い
な
い
未

知
の
山
域
で
す
。
詳
細
な
登
山
記
録
は

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
問
い
合
わ
せ
た
上
、
ぜ
ひ
あ

な
た
方
で
未
踏
峰
探
査
に
ト
ラ
イ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。」‥

と
温
か
い
励
ま
し

の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
方
々
と
の
ご
縁
と
ア

ド
バ
イ
ス
の
お
陰
で
、
私
の
ザ
ン
ス
カ

ー
ル
の
未
踏
峰
探
検
が
ス
タ
ー
ト
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

２
０
０
７
年
以
降
の
私
の
海
外
の
山

旅
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
２
０
０
７
年
８
月
22
日
～
９
月
26

日
：
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（P
adam

～D
archa

）

２
．
２
０
０
８
年
10
月
10
日
～
11
月
1８

日
：
ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ム
ド
ン
・
ピ
ー
ク

（
５
９
２
５
ｍ
）登
山
。

３
．
２
０
０
９
年
４
月
12
日
～
５
月
９

日
：
ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ン
タ
ン
谷‥

～‥

ヘ

ラ
ン
ブ
ー
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

４
．
２
０
０
９
年
８
月
６
日
～
９
月
12

日
：
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
、R

eru‥

谷
の
未

踏
峰
探
検
。

５
．
２
０
１
０
年
８
月
５
日
～
11
日
：

L
eh‥

近
郊
で
土
石
流
災
害
発
生
の
た

めN
ew
‥D
elhi

よ
り
帰
国
。

６
．
２
０
１
１
年
４
月
６
日
～
５
月
９

日
：
ネ
パ
ー
ル
、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
氷
河
内

院
の
未
踏
峰
探
査
。

７
．
２
０
１
１
年
８
月
４
日
～
９
月
1５

日
：
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
、L

enak‥

谷
お
よ

びG
iabul‥

谷
の
未
踏
峰
探
検
。

８
．
２
０
１
２
年
６
月
27
日
～
８
月
１

日
：T

em
asa

谷
・G

om
pe‥

谷
・H

aptal

谷
の
未
踏
峰
探
検
。

９
．
２
０
１
３
年
６
月
26
日
～
７
月
９

日
：
ラ
ダ
ッ
ク
、T

so‥M
oriri‥

お
よ
び

N
ubra‥

谷
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

10
．
２
０
１
４
年
６
月
13
日
～
７
月
４

日
：
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
キ
ナ
ー
ル

お
よ
び
ス
ピ
テ
ィ
の
未
踏
峰
探
検
。

11
．
２
０
１
５
年
８
月
４
日
～
29
日
：

ラ
ダ
ッ
ク
、Tso‥M

oriri‥

の
ト
レ
ッ
キ
ン

ー
ル
は
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
囲
ま

れ
た
風
光
明
媚
な
山
岳
地
域
で
あ
る
こ

と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
。

ラ
ダ
ッ
ク
のL

eh‥

近
辺
に
あ
る
数

多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ゴ
ン
パ
（
寺

院
）を
訪
問
す
る
と
同
時
に
、ザ
ン
ス
カ

ー
ル
最
北
部
に
あ
るN

un

（
７
１
３
５

ｍ
）、K

un

（
７
０
７
７
ｍ
）
か
ら
ず
っ

と
南
に
連
な
る
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
連
山
を
一
度
眺
め
て

み
た
い
と
、約
２
年
が
か
り
で
イ
ン
ド
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
の
企
画
を
練
り
始
め
た
。

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、N

ew
‥

D
elhi

か
ら
飛
行
機
で
ラ
ダ
ッ
ク
の

L
eh

に
入
り
、
数
日
間
ゴ
ン
パ
を
参
拝

し
た
後
、
チ
ャ
ー
タ
ー
車
でK

argil

か

らP
adam

に
行
っ
て
、P

adam

か
ら

T
sarap

河
沿
い
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

し
て
、S

hingo‥L
a‥

（
５
０
４
５
ｍ
）か

らD
archa

に
行
く
計
画
を
立
て
た
。

D
archa

か
ら
車
で‥M

anali‥

経
由

S
him
la‥

ま
で
行
き
、そ
こ
か
ら
有
名
な

T
oy‥train‥

に
乗
っ
て‥D

elhi‥

に
戻
る

こ
と
と
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た

が
、
京
大
山
岳
部
の
先
輩
の
松
浦
祥
次

郎
氏
、
谷
口
朗
氏
、
福
本
昌
弘
氏
、
伊

藤
寿
男
氏
と
山
城
高
校
の
同
級
生
の
八

太
幸
行
氏
と
私
の
計
６
名
と
な
り
、
２

０
０
７
年
８
月
に
旅
立
っ
た
。

N
un

、‥K
un

を
経
てD

archa

ま
で
至

る
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
、
東
側

が
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
山
群
、
西
側
は
キ
シ

ュ
ト
ワ
ー
ル
山
群
と
山
並
み
が
連
な
っ

て
い
て
、
私
た
ち
を
興
奮
さ
せ
た
。
ネ

パ
ー
ル
と
違
っ
て
、
宿
泊
施
設
の
ロ
ッ

ジ
が
全
く
な
い
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
は
、
テ

ン
ト
生
活
の
毎
日
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

山
登
り
本
来
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
。

P
adam

か
らS

ingo‥L
a

に
行
く
途

中
、R

eru‥

谷
の
出
合
よ
り
少
し
入
っ

て
谷
の
奥
を
覗
い
て
み
た
ら
、
魅
力
的

な
６
０
０
０
ｍ
前
後
の
山
々
が
連
な
っ

て
い
た
。「R

eru

谷
周
辺
の
山
々
は
す

で
に
登
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
」「
そ
れ
と
も
、手
つ
か
ず
の
未
踏

Padamから眺めたGompe谷の未踏峰P6157（T20）
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ス
カ
ー
ル
の
未
踏
峰
探
検
の
記
録
を
読

ん
で
、
数
多
く
の
世
界
の
ク
ラ
イ
マ
ー

た
ち
が
知
ら
れ
ざ
る
未
踏
峰
の
挑
戦
に

出
か
け
て
、
す
ば
ら
し
い
記
録
を
残
し

て
く
れ
た
こ
と
は
、
年
寄
り
の
私
た
ち

に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で

あ
り
、
か
つ
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ
た
。

今
ま
で
に
下
記
の
遠
征
隊
が
、
私
た

ち
の
記
録
を
参
照

し
て
ザ
ン
ス
カ
ー

ル
に
遠
征
し
て
く

れ
た
。

１
．２
０
１
１
年
８

月
：
長
野
労
山
マ

ス
タ
ー
ズ
隊‥R

eru‥

谷
右
股
（N

ateo‥
N
ala

）
の
無
名
峰

（
５
８
９
０
ｍ
）
に

初
登
頂
。

２
．
２
０
１
１
年

９

月
：

英

国

Im
perial‥C

ollege‥
L
ondon

隊R
eru‥

谷
無
名
西
谷
（
同

隊
がT

etleh‥N
ala‥

と
命
名
）‥
のL

am
a‥

Jism
a‥K
angri‥

（
６
２
７
６
ｍ
）、

B
haio‥A

urB
heno‥

K
i‥K
hushi‥

（
５
９

８
０
ｍ
）、M

oel‥K
angri‥

（
５
９
３
０

ｍ
）に
初
登
頂
。

３
．
２
０
１
２
年
８
月
：
ス
イ
ス
山
岳

会
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
支
部
隊　

R
eru

谷
の

左
股（K

atkar‥N
ala

）の
未
踏
峰‥R

ed‥
A
pple‥

（
６
０
７
０
ｍ
）、G

ocook‥

（
６

０
５
０
ｍ
）、T

ong'a‥R
i‥

（
６
０
４
０

ｍ
）に
初
登
頂
し
た
と
発
表
し
た
が
、自

グ
（
ラ
ダ
ッ
ク
最
南
部
のP

arang‥

谷
の

未
踏
峰
探
検
で
出
か
け
る
も
、
豪
雨
の

た
め
にP

arang‥

谷
に
入
れ
ず
、T

so‥
M
oriri‥

周
辺
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
だ
け
に

終
わ
っ
た
）。

12
．
２
０
１
６
年
８
月
２
日
～
27
日
：

ザ
ン
ス
カ
ー
ル
、M

ulung‥

谷
の
未
踏

峰
探
検
。‥

＊R
eru‥

谷
の
未
踏
峰
探
査
、L

enak

谷
・G

iabul

谷
の
探
査
、T

em
asa‥

谷
・

G
om
pe

谷
・H

aptal‥

谷
の
未
踏
峰
探

査
で
、
一
応
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
南
部
の
大

き
な
谷
の
探
検
が
終
わ
っ
た
の
で
、
い

ま
だ
６
０
０
０
ｍ
の
未
踏
峰
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
キ
ナ
ー
ル
・
ス
ピ
テ
ィ
山

域
や
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
最
南
部
のP

arang‥

谷
の
探
査
に
手
を
伸
ば
す
こ
と
に
し
た
。

＊‥

私
の
海
外
の
山
旅
の
記
録
は
、Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ（
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
）の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http

：//w
w
w
.aack.or.jp

、

２
０
１
１
年
以
前
の
記
録
は
会
員
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
お
よ
び
東
京
雲
稜
会
の

友
人
・
前
田
恵
久
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

：//w
w
w
.e-iori.sakura.

ne.jp‥

）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

興
味
が
あ
れ
ば
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、‥

私
の
記
録
で
何
か
ご
質
問
が
あ

れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く
下
記
に
お
問
い‥

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。E

-m
ail

：‥

sakam
otogudo@

cronos.ocn.ne.jp

＊
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
の
未
踏
峰
探
検
の
英

文
記
録
に
つ
い
て
は
、
日
本
山
岳
会
の

英
字
情
報
誌‥Japanese‥‥A

lpine‥
N
ew
s

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
）、
イ
ン
ドH

im
alayan‥

C
lub

のT
he‥H

im
alayan‥Journal

（
Ｈ
Ｊ
）
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の

T
he‥A

m
erican‥A

lpine‥Journal

（
Ａ

Ａ
Ｊ
）に
も
寄
稿
し
て
き
た
。

＊
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
発
行
の
１
１

０
周
年
記
念
出
版
『
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
』（
２
０
１
５
年
12
月
１
日
発
行
）の

「
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
」
お
よ
び
「
キ
シ
ュ
ト

ワ
ー
ル
」の
章
を
執
筆
。

＊
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
に
行
き
始
め
て
か
ら
、

ラ
ダ
ッ
ク
の
大
先
達
の
沖
允
人
さ
ん

（
ラ
ダ
ッ
ク
が
外
国
人
に
開
放
さ
れ
て

世
界
で
初
め
て
、
１
９
７
４
年
に
ラ
ダ

ッ
ク
に
入
っ
た
方
）、１
９
７
７
年
に
キ

シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
の
バ
ル
ナ
ジ
２
峰
中
央

峰（
６
１
７
０
ｍ
）の
初
登
頂
を
さ
れ
た

広
島
山
岳
会
の
名
越
実
さ
ん
や
、
１
９

８
０
年
に
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
の
Ｚ
１‥

峰

（
６
１
８
１
ｍ
）に
初
登
頂
さ
れ
た
北
大

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
隊
の

大
内
倫
文
さ
ん
た
ち
と
も
交
流
が
始
ま

り
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
情
報
を
貰
い
、

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

私
が
国
内
外
に
情
報
発
信
し
た
ザ
ン

Temasa谷の支谷、Korlomshe谷の未踏峰P5957（T10）
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分
た
ち
の
命
名
し
た
山
名
で
、
か
つ
自

分
た
ち
の
測
量
し
た
高
度
で
記
録
し
、

概
念
図
も
添
付
し
な
か
っ
た
た
め
、
ど

の
山
に
登
頂
し
た
の
か
極
め
て
曖
昧
だ

っ
た
。
そ
の
後
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
一
緒
に
チ
ェ

ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、Tong'a‥R

i‥

（
６
０

６
０
ｍ
）は
、
京
大
山
岳
部
隊
が
、
ス
イ

ス
隊
が
登
っ
た
直
後
の
２
０
１
２
年
９

月
に
登
頂
し
たP

6080

（
Ｌ
13
）で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

４
．
２
０
１
２
年

８
月
：
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
山
岳
会
隊‥

G
ibul

谷
の
支
谷

で
あ
るN

am
kha‥

T
okpo‥

奥
の

P
6150

（
Ｇ
22
）

W
est‥P

eak

お
よ

び‥P
5850

（
Ｇ
23
）

に
初
登
頂
し
た
。

５
．
２
０
１
２
年

９
月
：
京
都
大
学

山
岳
部
隊‥L

enak‥

谷
左
股
のP

6080

（
Ｌ
13
）
に
登
頂
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
初
登
頂

と
認
め
た
が
、
実

際
に
は
ピ
ー
ク
に

ケ
ル
ン
が
あ
っ
た

（
無
許
可
登
山
を

し
た
ス
イ
ス
隊
の
痕
跡
で
あ
る
こ
と
が

後
日
判
明
）。

６
．
２
０
１
２
年
９
月
：
日
本
山
岳
会

学
生
部
隊　

L
enak

谷
右
股P

6165

（
Ｌ
10
）に
初
登
頂
。

７
．
２
０
１
３
年
８
月
：
ギ
リ
シ
ャ
隊

R
eru‥

谷
左
股
（K

atkar‥N
ala

）
の
未

踏
峰P

6148

（
Ｒ
3５
）
お
よ
びP

6158

（
Ｒ
26
）
に
初
登
頂
。
Ｒ
3５
をK

atkar‥
K
angri

、
Ｒ
26
をM

ukti‥K
angri

と
同

隊
が
命
名
し
た
。

８
．
２
０
１
４
年
７
月
：
イ
ン
ド

H
im
alayan‥C

lub‥K
olkata‥S

ection

隊　

G
om
pe

谷
最
奥
のP

6184

（
Ｔ
13
）

に
初
登
頂
。

９
．
２
０
１
４
年
８
～
９
月
：
学
習
院

大
学
山
岳
部
隊　

L
enak‥

谷
左
股
の

P
6070

（
Ｌ
1５
）に
初
登
頂
。
同
隊
は
こ
の‥

山
を‥G

yalm
o‥K
angri‥

と
命
名
し
た
。

10
．２
０
１
４
年
９
月
：
英
国
山
岳
会
隊‥

（D
erek‥B

uckle

隊
長
）Tem

asa‥N
ala

の

支
谷‥K

orlom
she‥T

okpo

の
未
踏
峰‥

T
em
ple

（
５
９
４
７
ｍ
）、‥Kusyabla

（
５

９
１
６
ｍ
）、M

atterhorn‥

に
初
登
頂
。

11
．
２
０
１
５
年
９
月
：
ス
ロ
ベ
ニ
ア

隊　

R
eru

谷
の
西
谷
（T

etleh‥N
ala

）

の
未
踏
峰K

hum
cha‥R

i

（
６
０
６
４

ｍ
）、‥K

unlong‥R
i‥

（
６
０
５
８
ｍ
）、

R
i‥P
ok‥

（
６
２
１
０
ｍ
）に
初
登
頂
。

12
．
２
０
１
５
年
９
月
：
日
本
大
学
山

岳
部
隊　

G
om
pe

谷
の
未
踏
峰P

6162

（
Ｔ
19
）とP

6157

（
Ｔ
20
）に
挑
戦
す
る

も
、
Ｔ
19
と
Ｔ
20
の
コ
ル
か
ら
の
稜
線

が
厳
し
く
、
残
念
な
が
ら
や
む
な
く
撤

退
し
た
。

13
．
２
０
１
６
年
６
月
：
ル
ー
マ
ニ
ア

隊　

G
om
pe‥

谷
の
未
踏
峰P

6431

（
Ｔ

13
）South‥P

eak‥
に
初
登
頂
。

ザ
ン
ス
カ
ー
ル
南
部
の
谷
で
、
い
ま

だ
私
た
ち
が
未
踏
峰
探
査
に
出
か
け
て

い
な
いM

ulung‥T
okpo

谷
周
辺
に
は
、

６
０
０
０
ｍ
峰
は
数
座
し
か
な
い
。
が
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
情
報
で
は
、
こ
の
山
域
で
の

正
式
登
頂
記
録
は
な
い
と
の
こ
と
な
の

で
、
２
０
１
６
年
８
月
に
、
ザ
ン
ス
カ

ー
ル
南
部
の
最
後
の
未
踏
峰
探
検
に
出

か
け
る
こ
と
に
し
た
。

５
月
末
に
痛
め
た
私
の
右
足
首
の
捻

挫
が
悪
化
し
私
の
体
調
は
極
め
て
悪
く
、

ノ
ロ
ノ
ロ
と
し
た
歩
行
で
、Om

asi‥L
a

に
突
き
上
げ
るN

abil‥N
ala

へ
上
が
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
５
０
０
０
ｍ

台
の
未
踏
峰
し
か
写
真
を
撮
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
の
ん
び
り

と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
そ
れ
な
り
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
も
、
２
０
０
７
年
以
来
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
、L

eh

に
あ
る
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
のH

idden‥H
im
alaya

の‥

ツ
ワ

ン
・
ヤ
ン
ペ
ル
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
上
甲

紗
智
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
貰
っ
た
。

私
の
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
や
ラ
ダ
ッ
ク
の

旅
は
、
多
く
の
人
の
ご
縁
で
続
け
ら
れ

た
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
だ
。

Reru谷入り口の未踏峰P6071（R1）
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創
立
１
１
０
周
年
記
念
出
版
の
『
イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
』の
編
集
意
図
は
、
日

本
人
に
よ
る
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

記
録
の
集
成
で
あ
り
、
山
名
解
説
に
加

え
て
登
山
記
録
を
37
編
ほ
ど
収
録
し
た
。

イ
ン
ド
の
登
山
団
体
で
あ
る‥T

he‥
H
im
alayan‥C

lub‥

（
Ｈ
Ｃ
）
に
も
協
力

を
仰
ぐ
こ
と
に
し
、M

r.‥H
arish‥

K
apadia

（
名
誉
編
集
長
）、M

r.‥
D
ivyesh‥M

uni

（
副
会
長
）、M

r.‥
D
ebabrata‥M

ukerjee

（
コ
ル
カ
タ
の‥

委
員
）の
３
人
に
編
集
委
員
を
依
頼
し
、

貴
重
な
原
稿
も
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
機
会
に
ム
ン
バ
イ
の
新
し
く
な

っ
た
Ｈ
Ｃ
の
事
務
所
を
訪
ね
た
こ
と
が

あ
る
。市
の
外
れ
に
あ
る
、分
か
り
に
く

い
ビ
ル
の
３
階
に
事
務
室
と
図
書
館
が

あ
り
、
女
性
事
務
員
と
手
伝
い
の
男
性

が
い
る
だ
け
の
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
事

務
所
で
あ
っ
た
（314‥T
urf‥E

state,‥
S
hakti‥M

ills‥L
ane,‥O

ff‥D
r.‥E

.‥
M
oses‥R

oad,‥M
ahalakshm

i,‥
M
um
bai‥-‥400‥011‥IN

D
IA

）。
会
合

や
研
究
会
は
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
近
く
や
市
中
心
の
会
場

を
借
り
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

会
長
は‥M

r.‥T
anil‥K

ilachand

で
、

伝
統
あ
る
年
報
の‥T

he‥H
im
alayan‥

Journal

（
Ｈ
Ｊ
）
の
編
集
長
は‥M

r.‥
H
a
r
is
h
‥
K
a
p
a
d
ia

か
ら‥M

s
.‥

N
andini‥P

urandare

（H
on.‥E

ditor

）

に
代
わ
り
、
今
年V

ol.

71
が
発
行
さ
れ
て

い
る
。
Ｈ
Ｊ
と
は
別
にE

-L
E
T
T
E
R
‥

が
年
１
回
程
度
発
行
さ
れ
、
最
近
号
は‥

V
ol.

3４-July‥2016

で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
は
、
２
０
１
５
年
が
創
立
１

１
０
周
年
記
念
の
年
で
あ
っ
た
が
、
Ｈ

Ｃ
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
よ
り
13
年
後
の
１
９
２
８

年
に
創
立
さ
れ
、
近
く
創
立
90
周
年
を

迎
え
、
チ
ョ
ル
テ
ン（
仏
塔
）を
デ
ザ
イ

ン
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
改
訂
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

記
念
登
山
は
す
で
に
実
施
さ
れ
、
東
部

カ
ラ
コ
ル
ム
のR

yong‥K
haru

谷
と

S
agtogpa

氷
河
の
探
査
、
無
名
峰
（
６

１
９
５
ｍ
）と‥S

agtogpa‥K
angri

（
６

３
０
５
ｍ
）
の
初
登
頂
を
果
た
し
、

S
agtogpa‥col‥

（
５
９
１
５
ｍ
）‥

を
越

え
て
シ
ョ
ー
ク
川
と
ヌ
ブ
ラ
谷
に
つ
な

が
るR

ongdo

谷
に
入
る
と
い
う
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。
と
紹
介
し
て
も
、
日

本
人
の
多
く
は
な
じ
み
の
な
い
山
域

（
サ
セ
ル
・
カ
ン
リ
の
南
東
約
４５
㎞
）で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

ニ
ス
ト
か
ら
は
注
目
さ
れ
て
い
る
山
域

で
あ
る
。

１
９
３
６
年
の
立
教
大
学
に
よ
る
ナ

ン
ダ
・
コ
ー
ト（
６
８
６
１
ｍ
）の
初
登

頂
が
、
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本
格
的

登
山
と
し
て
の
日
本
と
の
つ
な
が
り
の

始
ま
り
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
会

員
の
目
が
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
か

い
、
Ｈ
Ｃ
の
会
員
に
な
っ
た
人
も
あ
り
、

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
１
９
５
６
年
代
に
は

関
心
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
会
員
も
増
加

し
た
。
１
９
７
０
～
８0
年
代
に
は
ガ
ル

ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、

東
部
カ
ラ
コ
ル
ム
も
門
戸
を
開
い
て
、

イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
か
う
Ｊ
Ａ
Ｃ

会
員
が
増
加
し
た
。
こ
の
間
の
活
動
に

対
し
て
、
松
田
雄
一
、
大
塚
博
美
、
尾

形
好
雄
、
中
村‥

保
、
稲
田
定
重
の
各
氏

が
Ｈ
Ｃ
名
誉
会
員
と
し
て
推
戴
さ
れ
て

い
る
。
日
本
人
の
一
般
会
員
は
約
30
名

で
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
で
あ
る
。

M
r.H
arish‥K

apadia

は
イ
ン
ド
人
と

し
て
た
だ
一
人
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
で

あ
る
。

最
近
の
イ
ン
ド
人
に
よ
る
イ
ン
ド
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
年
々
増
加
し
、
年
間

８0
隊（
２
０
１
５
年
）を
超
え
る
が
、
日

本
人
の
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
年

間
わ
ず
か
１
～
２
隊
と
減
少
し
て
い
る
。

外
国
隊
は
４８
隊（
２
０
１
５
年
）で
あ
る
。

こ
の
登
山
隊
数
は
登
山
許
可
を
取
得
し

た
隊
の
数
で
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
レ
ー
の
町

の
南
に
あ
る
ス
ト
ッ
ク
・
カ
ン
リ
（
６
３

１
３
ｍ
）
に
登
る
よ
う
な
商
業
登
山
隊

は
除
外
し
て
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
・
カ
ン

リ
登
山
は
夏
の
富
士
山
並
み
で
、
今
年

の
夏
に
は
外
国
人
５
０
０
名
、
イ
ン
ド

人
７
０
０
名
の
登
山
者
が
登
山
し
、
Ｂ

Ｃ
は
ゴ
ミ
の
山
で
、
そ
の
処
理
に
頭
を

痛
め
て
い
る
と
い
う
。

商
業
登
山
も
あ
な
が
ち
悪
く
は
な
い

が
、Ｈ
Ｃ
の
創
立
90
周
年
を
迎
え
て
、Ｊ

Ａ
Ｃ
も
か

つ
て
の
よ

う
な
イ
ン

ド
と
の
合

同
登
山
な

ど
、
こ
れ

ま
で
の
絆

を
よ
り
深

い
も
の
に

で
き
れ
ば

と
思
っ
て

い
る
。

連
載　

日
本
山
岳
会
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
こ
と

1 
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
Ｈ
Ｃ
の
絆

沖
允
人

ヒマラヤン・クラブの周年行事のための歴代ロゴ
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
、

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

準
会
員
制
度
、
新
会
員
証
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
本
会
報
の
８
頁
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

⑶　

会
員
増
強
に
対
す
る
各
支
部
の
取

り
組
み
と
意
見
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

・
セ
ミ
ナ
ー
、
登
山
教
室
、
山
フ
ェ
ス

タ
な
ど
が
入
会
者
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
増
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
機
会
に
入
会
勧
誘
し
て

い
る
。

・
準
会
員
制
度
の
仕
組
み
を
活
か
し
て

入
会
を
働
き
か
け
た
い
。

・
通
常
会
員
の
入
会
金
、
年
会
費
が
高

い
と
思
わ
れ
て
お
り
、
準
会
員
は
勧
誘

し
や
す
い
。

・
Ｈ
Ｐ
を
支
部
に
お
い
て
も
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
部
で
Ｈ
Ｐ
を
改
善
し

て
ほ
し
い
。

・
会
友
は
支
部
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

・
会
員
に
は
な
れ
な
い
人
に
と
っ
て
、

年
数
の
縛
り
が
な
い
会
友
の
仕
組
み
は

必
要
。

・
入
会
者
は
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
高

齢
化
等
に
よ
る
退
会
者
が
多
い
。

・
人
口
減
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
会
員

増
加
は
難
し
い
。

２
日
目
は
「
山
の
日
事
業
へ
の
取
り

組
み
」
と
「
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
状

況
」に
つ
い
て
の
報
告
と
意
見
交
換
、支

部
の
事
業
報
告
と
会
計
報
告
に
関
す
る

留
意
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
、
連
絡
事

項
と
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

⑴　

山
の
日
事
業
へ
の
取
り
組
み

「
山
の
日
」が
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
で
、
全
支
部
に
お
い
て
「
山
の

日
」
を
冠
し
た
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
映
画
会
、
一
般
公
募
登
山
、
家
族

登
山
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
、
清
掃
登
山
な

ど
様
々
な
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
各
支
部
と
も
地
方

公
共
団
体
や
岳
連
等
の
山
岳
団
体
、
地

元
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
等
と
連
携
し
て

平
成
2８
年
度
は
、
９
月
10
～
11
日
に

東
京
・
四
ツ
谷
駅
前
の
主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
エ
フ
で
、
北
海
道
・
東
北
・
北
関
東
・

南
関
東
・
中
部
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す

る
1８
支
部
に
よ
る
東
日
本
支
部
合
同
会

議
が
、
９
月
2４
～
2５
日
に
は
大
阪
市
住

之
江
区
の
大
阪
ア
カ
デ
ミ
ア
で
東
海
・

北
陸
・
近
畿
・
中
国
四
国
・
九
州
の
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
1５
支
部
に
よ
る
西

日
本
支
部
合
同
会
議
が
、
各
支
部
長
・

事
務
局
長
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

以
下
、
東
日
本
と
西
日
本
の
両
方
の

会
議
に
つ
い
て
、
併
せ
て
そ
の
模
様
を

報
告
す
る
。

１
日
目
は
会
議
の
冒
頭
、
小
林
会
長

か
ら
「
日
本
山
岳
会
の
最
大
の
課
題
は

会
員
増
強
と
中
長
期
の
財
政
基
盤
の
安

定
化
で
あ
り
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

の
日
本
山
岳
会
が
存
続
し
続
け
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
我
々
が
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、活
発
な
意
見
交
換
を
期
待
し
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
務
報
告
、
会
員

制
度
の
変
更
に
関
す
る
説
明
と
意
見
交

換
、
会
員
増
強
に
対
す
る
各
支
部
の
取

り
組
み
状
況
の
報
告
と
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

⑴　

会
務
報
告
で
は
、
日
本
山
岳
会
の

組
織
・
業
務
執
行
体
制
・
会
員
数
の
現

況
に
つ
い
て
佐
藤
総
務
担
当
常
務
理
事

か
ら
説
明
が
あ
り
、
財
務
担
当
の
吉
川

副
会
長
か
ら
、
２
０
０
９
年
以
降
の
会

員
数
の
動
向
と
会
費
収
入
に
基
づ
き
、

「
新
会
員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、日
本
山

岳
会
は
現
在
の
体
制
を
維
持
で
き
ず
崩

壊
す
る
」「
支
部
助
成
金
は
、会
員
増
加

策
を
目
的
と
し
た
支
出
に
重
点
配
分
を

行
な
う
」「
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
平

成
29
年
度
も
減
額
す
る
が
、
新
設
の
準

会
員
に
か
か
る
支
部
助
成
金
・
新
入
会

員
獲
得
報
奨
金
は
、
通
常
会
員
と
同
額

支
給
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵　

会
員
制
度
の
変
更
に
関
す
る
説
明

で
は
、
準
会
員
規
程
と
賛
助
会
員
規
程

に
つ
い
て
の
逐
条
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
本
年
10
月
以
降
、
従
来
の
会
員
証

に
替
え
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
新
会
員

証（
Ｊ
Ａ
Ｃ
カ
ー
ド
）を
発
行
す
る
こ
と
。

こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
提
携

す
る
山
小
屋
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
等
で

一
定
の
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

R
EP
O
R
T

平
成
28
年
度
支
部
合
同
会
議
を
東
西
で
開
催

総
務
担
当
常
務
理
事　

佐
藤
守

発言する小林会長（中央）ら本部役員
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・
今
年
の
年
次
晩
餐
会
の
案
内
方
法
変

更
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

・
平
成
29
年
度
全
国
支
部
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て
、
茨
城
支
部
か
ら
説
明
と

案
内
が
あ
っ
た
。

⑸　

支
部
合
同
会
議
の
開
催
方
法
に
つ

い
て昨

年
の
支
部
合
同
会
議
の
際
、
複
数

の
支
部
か
ら
発
言
の
時
間
が
な
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
全
支
部
の
発
言
時
間
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
本
年
度
は
試
行
的

に
東
西
に
分
け
て
開
催
し
た
。

今
回
の
会
議
の
最
後
に
、
各
支
部
に

対
し
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
複
数
の

支
部
か
ら
１
年
に
１
度
の
会
議
で
あ
り
、

全
国
の
支
部
が
一
堂
に
会
し
て
各
支
部

の
状
況
を
直
接
聞
き
、
意
見
交
換
す
る

方
が
良
い
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
に
対
す
る
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
会
議
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
、

事
前
に
報
告
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
発

表
の
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
の
工
夫
を

す
べ
き
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
本
部

か
ら
は
、
来
年
度
以
降
の
開
催
に
向
け

て
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
し
て
い

く
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
隊
へ
の
ご

寄
付1５

名
の
役
員
・
元
役
員
か
ら
合
計
1８

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
で
開
催
さ
れ
た
三
国
学
生
交
流
登

山
は
８
月
に
参
加
学
生
の
笑
顔
と
と
も

に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

５
万
円　

中
山
茂
樹

１
万
円　

神
長
幹
雄
、
大
槻
利
行
、
大

久
保
春
美
、
佐
藤‥

守
、
直
江
俊
弐
、
谷

内‥

剛
、
吉
永
英
明
、
小
林
政
志
、
尾
上‥

昇
、
山
田
和
人
、
吉
川
正
幸
、
平
井
拓

雄
。

５
千
円　

森‥

武
昭
、
重
廣
恒
夫
。（
敬

称
略
・
到
着
順
）

実
施
し
て
い
る
こ
と
で
、
各
行
事
へ
の

参
加
者
数
も
多
く
、「
山
の
日
」の
周
知

と
と
も
に
日
本
山
岳
会
支
部
の
知
名
度

も
相
当
に
上
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。従

来
か
ら「
夏
山
フ
ェ
ス
タ
」を
実
施

し
て
い
る
東
海
支
部
に
加
え
、
今
年
は

群
馬
支
部
、
栃
木
支
部
、
福
岡
支
部
・

北
九
州
支
部
な
ど
で
も
開
催
し
、
い
ず

れ
も
数
千
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
実

施
し
た
支
部
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
配

布
す
る
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

提
供
に
つ
い
て
、
本
部
へ
の
要
望
が
あ

っ
た
。

⑵　

ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
内
支
部
に
よ
る
懇
談
会
と

懇
親
登
山
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
て

い
る
が
、
そ
の
他
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

県
岳
連
等
と
共
同
し
て
県
内
で
開
催
し

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
な
う
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

⑶　

支
部
の
事
業
報
告
と
会
計
報
告
に

関
す
る
留
意
事
項

財
務
担
当
の
吉
川
副
会
長
か
ら
、
今

年
の
７
月
に
実
施
さ
れ
た
内
閣
府
の
検

査
に
お
け
る
指
導
も
踏
ま
え
た
会
計
報

告
書
の
記
載
方
法
、
現
金
の
取
り
扱
い
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
報
酬
の
源
泉
徴

収
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
、
佐
野
公
益

法
人
運
営
委
員
長
か
ら
相
続
に
伴
う
寄

付
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明
と
質

疑
応
答
を
行
な
っ
た
。

⑷　

連
絡
事
項
と
質
疑
応
答

・
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
と
会
員
名
簿

の
作
成
に
つ
い
て
。
全
国
の
会
員
名
簿

を
作
成
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
通
常

総
会
で
提
起
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
支

部
の
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
必
要
と

す
る
支
部
は
な
く
、
発
行
の
要
望
も
な

か
っ
た
。

・
先
ご
ろ
登
山
講
習
会
を
実
施
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
が
、
警
視
庁
か
ら

旅
行
業
法
違
反
で
書
類
送
検
さ
れ
た
事

例
を
基
に
、
支
部
で
主
催
す
る
一
般
募

集
の
登
山
教
室
等
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

２日間にわたり活発な討議が続けられた

寄付金の受入報告　平成28年8月報告まで

寄付者など 金額
（単位千円）

寄付の目的、その他

神長‥幹雄‥理事 100 110周年記念
学術調査隊へ

吉田‥寬治‥会員 10 永年会員からの
ご寄付

大西‥康郎‥会員 10 〃

杉田‥　博‥会員 12 〃

杉山‥泰司‥会員 50 〃
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準
会
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
会
報

「
山
」８
４
８
号（
２
０
１
６
年
１
月
号
）

に
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本
年

６
月
の
通
常
総
会
で
承
認
さ
れ
、
こ
の

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
主
目
的
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

通
常
会
員
数
を
増
や
し
、
当
会
の
運
営

基
盤
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
日
本
山

岳
会
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

当
会
の
活
動
内
容
を
理
解
す
る
人
を
増

や
し
、
会
員
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
登
山
人
口
は
、
総

務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
約
１
０
０
０
万

人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
部

分
は
ど
の
山
岳
会
に
も
所
属
し
て
い
な

い
未
組
織
登
山
者
で
す
。
全
山
岳
遭
難

者
に
占
め
る
単
独
登
山
中
の
遭
難
者
の

割
合
が
3５
・
１
％
に
達
し
て
い
る
と
い

う
警
察
庁
の
デ
ー
タ
は
、
安
全
登
山
の

啓
発
・
指
導
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
未
組
織
登
山
者
に
準
会
員
と
な

る
よ
う
お
勧
め
す
る
こ
と
は
、
公
益
社

団
法
人
と
し
て
の
当
会
が
社
会
に
貢
献

し
て
い
け
る
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
山
岳
会
に
対
し
て
は
、
い
ま
だ

に
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
て
困
難
な
山

に
取
り
組
ん
で
い
る
山
岳
会
で
、
入
会

す
る
に
は
敷
居
が
高
い
と
考
え
て
い
る

人
が
多
数
い
ま
す
。
ま
た
、
内
容
が
よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
安
く
は
な
い
入

会
金
・
年
会
費
を
払
う
の
は
不
安
が
あ

る
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
に
鑑
み
、
入
会
金
・

会
費
や
入
会
手
続
き
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル

を
低
く
し
、
一
定
の
研
修
に
相
当
す
る

期
間
を
準
会
員
と
し
て
過
ご
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
通
常
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
く
仕
組
み
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
準
会

員
を
経
ず
に
直
接
、
通
常
会
員
と
し
て

入
会
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

準
会
員
制
度
の
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方
や
こ

れ
か
ら
登
山
を
志
す
方
に
、
入
会
を
お

勧
め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

①
入
会
資
格　

日
本
山
岳
会
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
個
人（
年
齢
制
限
は
な
し
）。

②
準
会
員
の
期
間　

３
年
間
（
期
限
内

に
通
常
会
員
に
移
行
し
な
い
場
合
は
除

籍
に
）。

③
準
会
員
入
会
金　

５
０
０
０
円
（
た

だ
し
、
26
歳
未
満
は
入
会
金
免
除
）。

④
準
会
員
年
会
費　

６
０
０
０
円
（
初

年
度
は
、
入
会
月
に
よ
り
月
割
あ
り
）。

⑤
入
会
手
続
き　

紹
介
者
の
あ
る
申
込

書
の
提
出
。
紹
介
者
は
会
員
で
あ
れ
ば

誰
で
も
可
。

⑥
通
常
会
員
と
の
違
い　

総
会
で
の
議

決
権
は
な
い
。
本
部
・
支
部
の
役
員
に

は
就
任
で
き
な
い
。

⑦
会
報「
山
」は
配
布
す
る
が
、
機
関
誌

『
山
岳
』は
有
料
販
売
と
な
る
。

な
お
、
詳
細
は
準
会
員
規
程
を
定
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
会
員
証
発
行
の
お
知
ら
せ

公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
で
は
、

入
会
時
に
会
員
証
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
が
、今
後
、従
来
の
会
員
証
か
ら
、下

記
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
型

の
会
員
証（
以
下「
Ｊ
Ａ
Ｃ
カ
ー
ド
」と

い
う
）に
変
更
い
た
し
ま
す
。

＊
形
状　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
表

面
・
裏
面
に
プ
リ
ン
ト
。

＊
記
載
内
容　

表
面
：
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
鐘
を
図
案
化
。発
行
者
名（
公

益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
）、
住
所
、

電
話
番
号
。

裏
面
：
会
員
番
号
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

有
効
期
限
。

＊
機
能　

公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会

N
O
TIC
E

10
月
か
ら
準
会
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

の
会
員
ま
た
は
準
会
員
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
、所
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、非

常
時
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
ほ
か
、
本
会
と
提
携
す
る
山
小

屋
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
等
の
施
設
に
お

い
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
施

設
の
利
用
に
関
す
る
割
引
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

＊
提
携
施
設　

本
会
と
提
携
す
る
山
小

屋
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
等
の
施
設
名
に

つ
い
て
は
、
会
報「
山
」お
よ
び
当
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
随
時
、
周
知
す

る
。

＊
有
効
期
限　

発
行
し
た
年
度
を
初
年

度
と
し
て
３
年
度
目
の
３
月
末
ま
で
。

＊
禁
止
行
為
等　

Ｊ
Ａ
Ｃ
カ
ー
ド
は
他

人
に
貸
与
し
、
ま
た
は
譲
渡
し
て
は
な

ら
な
い
。ま
た
、退
会
時
に
は
返
却
す
る
。

＊
発
行　

新
入
会
員
：
平
成
2８
年
10
月
以
降
の
入

会
者
に
対
し
交
付
す
る
。

既
会
員
：
こ
れ
ま
で
の
会
員
証
で
は
、

提
携
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
提
携
施
設
で
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
カ
ー

ド
が
必
要
と
な
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
カ
ー
ド
の

発
行
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
平
成
29
年

１
月
以
降
、
提
携
施
設
名
の
発
表
と
と

も
に
発
行
の
手
続
き
を
お
知
ら
せ
す
る
。

（
佐
藤
守
）



山　857−２０16・1０・２０（第三種郵便物認可）

■9

植
物
の
開
花
も
小
鳥
た
ち
の
子
育
て

も
、
例
年
に
比
べ
る
と
半
月
は
早
く
進

ん
で
い
た
春
か
ら
始
ま
り
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
季
節
の
帳
尻
が
合
わ
な
い
感

覚
を
残
し
た
ま
ま
、
上
高
地
に
も
夏
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

県
道
上
高
地
公
園
線
に
「
上
高
地
ト

ン
ネ
ル
」が
開
通
し
、遊
歩
道
に
も
整
備

の
手
が
入
り
始
め
、「
山
の
日
」に
向
け

て
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
る
な
か
、

上
高
地
で
働
く
人
々
の
間
で
も
、「
山

の
日
」
の
話
題
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。と
に
か
く
初
め
て
の
祝
日
の
、初

め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、当
日
に
な

っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
多
く
、
わ
ず
か
に
得
た
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
、
皆
一
様
に
落
ち

着
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
８
月
11
日
は
、
申
し

分
の
な
い
山
日
和
。
イ
ワ
ツ
バ
メ
が
飛

び
交
う
高
空
の
下
で
、
一
連
の
行
事
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
も
会
場
の
末

席
で
記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
開
幕
を
告
げ
る
８
つ
の

鐘
の
音
は
、
鐸
を
鳴
ら
し
て
神
々
に
祈

り
を
捧
げ
た
太
古
の
儀
式
を
思
わ
せ
、

ま
た「『
山
と
共
に
』未
来
へ
の
誓
い
」は
、

子
ど
も
た
ち
の
瑞
々
し
い
声
に
よ
っ
て
、

未
来
へ
と
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
強
く
印
象
付
け
ま
し
た
。
上
高

地
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
第
１
回
「
山
の

日
」は
、山
の
呼
吸
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
て
、
心
に
静
か
な
余
韻
の
残

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
が
始
ま
る
と
同
時
に
山
研
内

も
急
に
活
気
づ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
も

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
な

手
に
鉛
筆
を
握
り
締
め
て
、
窓
際
で
宿

題
を
解
く
小
学
生
も
い
れ
ば
、
父
親
と

と
も
に
六
百
山
に
挑
ん
だ
頼
も
し
い
中

高
生
の
姉
弟
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
む

ろ
ん
、
山
は
楽
し
み
や
感
動
ば
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

多
感
な
時
期
に
こ
う
し
て
自
然
に
触
れ

た
り
山
に
分
け
入
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
経
験
は
、
き
っ
と
そ
の
後
の
人
生
を

色
彩
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
少
し
外
を
歩
く
時
間
を
つ
く

ろ
う
と
心
に
決
め
て
、
最
初
の
う
ち
は

新
聞
も
配
達
に
頼
ら
ず
に
毎
日
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
受
け
取
り
に
行
っ
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏
休
み
と
も

な
れ
ば
、
や
は
り
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を

館
内
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
例
え
ば
入
れ
替
わ
り
立
ち

替
わ
り
や
っ
て
来
る
虫
た
ち
が
季
節
の

便
り
を
運
ん
で
く
れ
る
の
で
、
外
へ
出

な
い
と
き
で
も
案
外
、
自
然
の
移
ろ
い

に
は
気
付
け
る
も
の
で
す
。
今
年
は
カ

ミ
キ
リ
モ
ド
キ
が
多
く
発
生
し
た
ら
し

く
、
天
井
に
し
が
み
つ
く
彼
ら
を
補
虫

網
で
捕
ま
え
て
は
外
に
放
す
こ
と
が
朝

の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
補
虫
網
の
出
番
も
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

今
夏
は〝
山
研
テ
ラ
ス
で
ア
オ
ダ
イ
シ

ョ
ウ
脱
皮
〟
と
い
う
珍
事
も
起
こ
り
ま

し
た
。
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
ス
ル
ス
ル

と
皮
を
脱
い
で
ゆ
く
一
部
始
終
を
、
こ

ち
ら
は
驚
き
の
あ
ま
り
瞬
き
も
せ
ず
に

見
詰
め
て
い
ま
し
た
が
、
当
の
本
人
は

皮
を
放
置
し
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
そ
の
ま
ま
散
歩
に
出
か
け
て
い
き

ま
し
た
。
と
も
に
感
動
を
分
か
ち
合
う

相
手
が
い
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

ま
た
、
山
研
裏
で
ア
ケ
ボ
ノ
シ
ュ
ス

ラ
ン
の
白
花
が
咲
い
た
こ
と
も
、
私
に

と
っ
て
は
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

上
高
地
で
は
株
数
が
少
な
い
う
え
に
、

花
は
た
い
て
い
薄
桃
色
で
す
。
小
群
落

を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
確
認
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
蕾
が
付
か
ず

開
花
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
そ
の
う
ち
の
７
株
ほ
ど
が
純
白
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
独

り
ひ
っ
そ
り
と
喜
び
に
浸
っ
た
、
ひ
と

夏
の
出
来
事
で
し
た
。

自
然
に
包
ま
れ
た
山
研
で
の
日
々
は
、

小
さ
な
発
見
や
驚
き
に
満
ち
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
閉
所
ま
で
の
残
り
ひ
と
月
は
、

折
り
目
正
し
く
冬
支
度
を
整
え
る
生
き

物
た
ち
の
営
み
を
楽
し
め
そ
う
で
す
。

＊
山
研
は
10
月
末
に
閉
所
と
な
り
ま
す
。

来
春
は
４
月
下
旬
に
開
所
予
定
で
す
。

さ
ん
け
ん
通
信

「
山
の
日
」の
上
高
地
と
山
研
の
夏

元
川
里
美

山研裏で咲いたアケボノシュスラン
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№ 書名 著者 出版社 発行年、その他 価格
117 槍・穂高賛歌 山本和雄 山と溪谷社　 1983　カバー 400
119 わがエベレスト　加藤保男写真集 加藤保男 読売新聞社 S59　カバー 800
120 山の輪舞　水越武写真集 水越武 山と溪谷社　 1983　カバー 500
122 上高地 深田久弥・長尾宏也編 修道社 S34　３版　函 400
136 チベットの七年 H・ハーラー　福田宏年訳 白水社 S32　カバー 400
143 ヒマラヤの真珠 フォスコ・マライーニ　牧野文子訳 理論社 1956　カバー 400
147 日本登山体系　1　北海道・東北の山 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1980　函 400
148 日本登山体系　2　南会津・越後の山 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1980　函・帯 400
149 日本登山体系　3　谷川岳 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1980　函・帯 400
151 日本登山体系　5　剣岳・立山・黒部 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1981　函・帯 400
152 日本登山体系　6　後立山・明星山・海谷・戸隠 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1981　函・帯 400
153 日本登山体系　7　槍ヶ岳・穂高岳 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1980　函・帯 400
155 日本登山体系　9　南アルプス 柏瀬祐之・岩崎元郎・小泉弘/編 白水社 1984　３刷　函・帯 400

156 チベットのアルプス 中村　保 山と溪谷社 2005　カバー・帯　‥
著者署名あり 400

157 最後の辺境　チベットのアルプス 中村　保 山と溪谷社 2012　カバー・帯　‥
著者署名あり 400

160 快晴の山 織内信彦 茗溪堂 1977　カバー　‥
著者署名あり 400

162 七大陸最高峰に立って 田部井淳子 小学館 1992　カバー・帯　‥
著者署名あり 400

166 会津の峠（上・下）　新版 笹川壽夫 歴史春秋社 2006　カバー 500
169 にど　だもれ　回想 牧野四子吉・文子 私家版 1988　函 400

188 復刻　山と溪谷　創刊号・２号・３号－‥山と溪谷社創立50周年記念 山と溪谷社 山と溪谷社 昭和55　帙・外函・ハー
ケン型ペーパーナイフ 1200

198 北アルプス　稜線を飛ぶ 大森弘一郎 山と溪谷社 昭和56　３版 400
211 ヒマラヤの高峰１〜５ 深田久弥 雪華社 1964〜 1965　函 1200
231 ヒマラヤの高峰　深田久弥・山の文学全集 朝日新聞社編 朝日新聞社 S53　カバー　 500
233 雪線　日本アルプス写真集 船越好文 東京新聞出版局 1958　函 800
234 山脇哲臣山岳写真集 山脇哲臣 高知営林局 S47　カバー 400
236 写真集　飯豊連峰　山と花 藤島玄監修　小荒井実 誠文堂新光社 1981　２刷　函 400
237 ジュガール・ヒマール　風見武秀ヒマラヤ写真集 風見武秀 新潮社 S34　カバー 400
240 岩と雪　１6　アルピニスト25人集 山と溪谷社 S44 400
241 岩と雪　19　ナイロンザイル切断 山と溪谷社 S45 400

265 本のある山旅 大森久雄 山と溪谷社 1996　著者サイ
ンあり　カバー 500

266 チョモランマ・チベット‥日本山岳会‥珠穆朗瑪登山隊公式報告 日本山岳会珠穆朗瑪登山隊 講談社 Ｓ56　カバー 1000

267 カラコルムヒマラヤ　大星夜 藤田弘基 誠文堂新光社 2012　函 500
268 毎日グラフ増刊　エベレスト登頂 日本山岳会 毎日新聞社 1970 500
269 ヨーロッパアルプス‥THE‥ALPS 白旗史朗 山と溪谷社 1978　函 500
290 山のABE　絵はがき通信 あべ　みつこ　　安部和夫 茗溪堂 2006　カバー 400
293 『日本百名山』の深田久弥と山の文学展 世田谷文学館 世田谷文学館 平７ 600

611 東西登山史考 田口二郎 岩波書店　‥
同時代ライブラリー

1995　著者献
呈署名あり 500

Ｙ14 Ｔｈｅ　Ｍｏｕｎｔａｉｎ　Ｗｏｒｌｄ　1953－69　（10冊）Ｍａｒｃｅｌ　Ｋｕｒｚ　ｅｄ． Ｈａｒｐｅｒ‥＆‥Ｂｒｏｔｈｅｒｓ‥ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ 1953－69 1500

◦‥頒布価格が300円以下の本を省略しています。全目録はホームページ（JACトップ→会員サイト→
活動・組織の紹介→委員会→図書委員会）から検索できます。また、必要な方にはお送りしますの
で、お申し出ください。
◦‥目録の申込み、問合せは三好まき子まで　℡‥090-8019-8601　ﾒｰﾙ‥344mm@mbe.nifty.com
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図書交換会出品目録および購入申込みの案内
　今年も年次晩餐会で「図書交換会」を開催します。出品本は約300冊です。交換会当日の詳細は18
ページの「インフォメーション欄」に掲載していますが、会場に来場できない方は、下記の要領で購
入の申込みを行なってください。
◦郵便（日本山岳会・図書委員会あて）またはメール（344mm@mbe.nifty.com）で、11月15日までにお
申込みください。
◦‥購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。入札本（★１〜
★２）の場合も、入札価格を明記のうえ、同じ要領でお申込みください。
◦‥複数の申込みがあった場合は、当日、会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は図書委
員が代行し、本は交換会終了後にお送りします。
◦購入図書の送料は購入者負担とし、代金と一緒に請求させていただきます。
№ 書名 著者 出版社 発行年、その他 価格

★1 日本北アルプス登山案内 冠松次郎 第一書房 S14　カバー 入札　最低
価格2000から

★2 季刊　銀花　畦地梅太郎 文化出版局 1998 入札　最低
価格2000から

11 イル・ミラモンド　60年間のイメージの記録 フォスコ・マライーニ監修 東京都写真美術館図録 2001 800
12 ロック　クライミング 安久一成 東京新聞出版局Ｓ43　函 400
19 岩と雪16　アルピニスト25人集 山と溪谷社 Ｓ44 400
22 白いクモ　アイガー北壁 ハインリヒ・ハラー　横川文雄訳 二見書房 Ｓ４８　カバー 400
23 無償の征服者 リオネル・テレイ　横川文雄・大森久雄訳 二見書房 Ｓ４９　カバー 400
24 若き日の山行 ルイ・ラシュナル　ジェラール・エルゾーグ　近藤等訳 二見書房 Ｓ５０　再版　カバー 400
35 ネパール・ヒマラヤ探検記録　ネパールと日本1899-1966 日高信六郎・川喜田二郎編著 講談社 Ｓ42　カバー　　500
38 アルプス大縦走 岩橋崇至 山と溪谷社　 1984　カバー 400
39 名峰日本アルプス 白簱史朗 山と溪谷社　 S57　カバー 400
40 日本登山図集 日地出版株式会社出版部 日地出版 S61　カバー 500
41 私の槍が岳 穂苅貞雄 朝日新聞社 1985　カバー 400
42 尖峰　氷壁　登攀　ヨーロッパ・アルプス 中野融・写真　白簱史朗・文 朝日新聞社 1985　カバー 400
59 山水大観 大町桂月 鍾美堂 T6　函 700
62 天と地の間に ガストン・レビュファ　近藤等訳 新潮社 Ｓ38　 500
64 日本300名山ガイド　西日本編・東日本編 市川静子ほか 新ハイキング社 H6　カバー 400
68 マナスル　1952〜 3・1954〜 6（２冊）日本山岳会編 毎日新聞社 昭和29・S33　カバー傷み 1000
70 後立山連峰 冠松次郎 第一書房 S6　蔵書印あり 500
72 廊下と窓 冠松次郎 三省堂 S15　蔵書印あり 500
74 登山の小史と用具の変遷 西岡一雄 朋文堂 S33　 800
75 登山史の発掘 山崎安治 茗溪堂 1979　函 400
76 岩と人　日本岩壁登攀史 斎藤一男 東京新聞出版局 S55　函 400
77 わが山わが渓 冠松次郎 墨水書房 S17　蔵書印あり 400
78 山の序曲 山崎安治 朋文堂 S42　函 400
79 登山史の周辺 山崎安治 茗溪堂 1984　函 400
80 山の人達 高橋文太郎 龍星閣 S13 800
89 日本山岳研究 今西錦司 中央公論社 Ｓ５０　３版 500
95 自然と山と 今西錦司 筑摩書房 1971　函 400
96 そこに山がある 今西錦司 日本経済新聞社 S48　函 400
98 松方三郎 松本重治編 共同通信社 S49　カバー 400
103 シルクロードの旅 深田久弥 朝日新聞社 1977　カバー 400
107 無償の征服者 リオネル・テレイ　横川文雄・大森久雄訳 二見書房 S49　カバー 400
108 きたぐに 深田久弥 東京美術 S45　函 400
111 穂高の岩場１・２　（２冊） 岩稜会 朋文堂 S34　函 1500
116 日本の岩場 小森康行 東京新聞出版局 S50　３版　函 400
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Climbing&Medicine・74

健康長寿のための山登り②　
心拍数による運動強度の調節� 齋藤 繁

「山登り」を習慣的な運動とすることで、健
康長寿を満喫できるのでは、というお話を前
回いたしました。では、実際に運動するとき
の運動負荷量は何を指標にしてどの程度とす
るのが適切なのでしょうか。特別な道具や技
術がなくても測定できる指標として、心拍数
が広く使われています。心拍数と主観的なつ
らさとのおおよその関係が示されていて、持
久系のトレーニングとして適当な運動強度は、
「ややきつい」程度とされています。これを心
拍数に換算すると、各人の最大心拍数の60％
を超えるぐらいという目安になります。この
レベル以上の運動では、筋肉への酸素供給が
不足状態となり、筋肉での乳酸産生が高まっ
てしまいます。乳酸産生が高まる運動強度の
変換点はAT‥（anaerobic‥threshold）と呼ばれ、
この点での心拍数は「{（２２０－年齢）－安静
時心拍数}×５0％＋安静時心拍数」という式で
予測されます。
健康増進を目的とする登山、競技選手でな

い登山者がトレーニングとして取り組む「山登
り」では、筋肉を極端な酸素不足にしない程度
を目標にするとよいでしょう。ただし、各個人
の心拍数の最大値は右の式で予測されるので、
年齢が上昇すると最大心拍数も下がってくる
ことに注意が必要です。また、年齢を重ねるう
ちに暦上の年齢と身体的年齢の差が大きくな

っている可能性があります。健康管理が上手
で、肉体的な年齢が暦の年齢よりも若く維持
できている人では、この式で引くべき数値が
小さくなり、最大心拍数の低下が遅れますが、
逆に不摂生を続けたことで身体的な衰えが進
んでいる人では、暦年齢よりも引く数が大きく
なり、最大心拍数が小さくなります。
最大心拍数簡易予測式
「最大心拍数＝220－年齢」
どこまで心拍数が上げられるか限界まで運
動負荷を上げて、実際の個人の最大心拍数を
測定すれば、上記式の「最大心拍数」にその数
字を代入することで、その人の身体的年齢が
逆算できます。健康診断で運動制限を指示さ
れていない方は、倒れても救護が得られる安
全な環境で一度試してみてもよいでしょう。

〈参考図書〉
１）‥齋藤‥繁　著　『病気に負けない健康登山：ドクターが勧
める賢い登山術』（ヤマケイ山学選書）山と溪谷社　2010

2）‥齋藤‥繁　著『「体の力」が登山を変える：ここまで伸ばせ
る健康能力』‥（ヤマケイ新書）‥山と溪谷社　2014

なお、過去のコラムは次の手順でご覧になれます。ご活用ください。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http//jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html

心拍数は運動負荷量を測定できる指標として広く使われる
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し
た
雨
の
中
で
も
美
し
く
、
歓
声
し
き

り
。
赤
沼
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
で
一
杯
。
雨
で
展
望
の
な

い
の
は
残
念
だ
っ
た
が
、
予
想
外
の
た

く
さ
ん
の
花
に
出
会
え
て
大
満
足
の
赤

兎
山
で
あ
っ
た
。
連
日
、
福
井
支
部
の

皆
様
に
同
行
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
名

物
羽
二
重
餅
の
お
土
産
ま
で
頂
戴
し
て

感
謝
し
つ
つ
福
井
を
後
に
し
た
。
ま
さ

し
く
歴
史
の
山
・
花
の
山
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‥

（
新
本
政
子
）

山
行
委
員
会

歴
史
と
花
の
山
・
福
井
の
山
旅

今
回
の
参
加
者
は
９
名
。
名
物
ソ
ー

ス
か
つ
丼
の
昼
食
後
、
福
井
支
部
の

方
々
と
照
り
つ
け
る
陽
ざ
し
の
な
か
を

朝
倉
遺
跡
一
乗
谷
へ
と
向
か
っ
た
。
一

乗
城
山
へ
は
、
暑
さ
に
喘
ぎ
な
が
ら
も

磨
崖
仏
や
不
動
清
水
の
石
仏
等
に
歴
史

を
感
じ
な
が
ら
の
山
行
と
な
る
。
馬
出

登
山
口
か
ら
本
丸
の
あ
っ
た
千
畳
敷
よ

り
宿
直
跡
に
至
る
と
、
ゆ
っ
た
り
と
足

羽
川
が
流
れ
る
福
井
市
内
や
山
々
の
眺

望
を
楽
し
め
る
。
一
の
丸
、二
の
丸
、三

の
丸
と
進
み
、
城
山
頂
上
を
踏
む
。

２
日
目
の
登
山
は
荒
天
の
た
め
丈
競

山
山
行
は
中
止
と
な
っ
た
が
、「
駐
車

場
か
ら
徒
歩
1５
分
」
の
星
峠
と
い
う
美

し
い
点
名
を
持
つ
一
等
三
角
点
峰
・
一

乗
山
へ
と
車
５
台
を
連
ね
て
出
発
し
た
。

容
赦
な
く
降
る
雨
中
の
林
道
走
破
の
末
、

無
事
一
条
山
で
記
念
写
真
に
収
ま
り
、

越
前
そ
ば
の
昼
食
後
、
勝
山
市
平
泉
寺

へ
と
福
井
支
部
の
方
々
に
案
内
し
て
い

た
だ
く
。
び
っ
し
り
と
苔
で
覆
わ
れ
た

境
内
は
、
雨
に
洗
わ
れ
て
艶
や
か
に
美

し
く
、杉
の
大
木
は
四
八
社
・
三
六
堂
・

六
千
坊
、
僧
兵
８
０
０
０
人
が
暮
ら
し

た
と
い
う
往
時
の
威
風
を
伝
え
て
い
た
。

そ
の
夜
は
芦
原
温
泉
で
く
つ
ろ
い
で

３
日
目
は
赤
兎
山
登
山
。
ゲ
ー
ト
で
登

山
料
１
人
３
０
０
円
を
払
っ
て
入
山
。

登
山
口
の
お
地
藏
様
に
ご
挨
拶
を
し
て

小
原
峠
ま
で
、
昨
日
の
平
泉
寺
か
ら
続

く
禅
定
道
の
一
部
を
行
く
。
峠
に
は
石

仏
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
ト
リ
ア
シ
シ

ョ
ウ
マ
・
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
・
ゴ
ゼ
ン

タ
チ
バ
ナ
と
花
を
探
し
な
が
ら
急
登
。

大
船
分
岐
を
過
ぎ
る
と
サ
サ
ユ
リ
が

次
々
と
姿
を
見
せ
、
皆
大
喜
び
。
山
頂

近
く
に
な
っ
て
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
鮮

や
か
に
出
迎
え
て
く
れ
た
。
赤
兎
山
点

名
赤
鬼
に
11
時
着
。
展
望
な
し
。
サ
サ

ユ
リ
・
キ
ス
ゲ
の
大
群
落
に
歓
声
を
上

げ
つ
つ
避
難
小
屋
に
向
か
い
、昼
食
。小

屋
周
辺
も
キ
ス
ゲ
が
一
杯
で
、
降
り
出

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

青
森
支
部

岩
木
山
に「
弥
生
新
道
」を

開
設青

森
支
部
会
員
が
中
軸
と
な
っ
て
組

織
し
て
い
る「
津
軽
百
年
の
森
づ
く
り
」

（
代
表
：
根
深
誠
、会
員
20
名
）で
は
、今

年
か
ら
制
定
さ
れ
た
国
民
の
祝
日
「
山

の
日
」を
記
念
し
、岩
木
山
に
新
道
を
開

設
し
た
。
岩
木
山
の
東
麓
に
あ
る
弘
前

市
野
外
活
動
施
設
「
弥
生
い
こ
い
の
広

場
」が
登
山
口
と
な
り
、旧
道
の
弥
生
コ

ー
ス
の
三
合
目
に
合
流
す
る
も
の
で
、

名
付
け
て「
弥
生
新
道
」。

登
山
口
の
標
高
は
２
５
０
ｍ
、
三
合

目
が
６
０
０
ｍ
。
こ
の
間
、
高
度
差
３

５
０
ｍ
、
距
離
２
㎞
弱
。
二
合
目
と
三

合
目
に
道
標
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
旧
来
の
コ
ー
ス
が
1
・
５
㎞
ほ
ど

短
縮
さ
れ
、
か
つ
「
弥
生
い
こ
い
の
広

場
」
の
活
用
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
計
画
に
関
す
る
構
想
は
、
か
な

り
以
前
か
ら
温
め
て
は
あ
っ
た
の
だ
が
、

こ
の
た
び
の「
山
の
日
」制
定
が
実
現
の

引
き
金
に
な
っ
て
い
る
。
実
行
に
移
す

チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
考
え
、
関
係

行
政
機
関
に
昨
年
来
、
相
談
し
て
き
た
。

新
道
は
予
定
地
が
国
有
林
内
に
あ
る

の
で
、
計
画
を
遂
行
す
る
に
は
所
轄
森

林
管
理
署
の
貸
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
貸
付
は
相
手
が
民
間
で
あ
れ

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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ば
有
料
、自
治
体
な
ら
無
料
で
あ
る
。そ

こ
で
地
元
自
治
体
、
弘
前
市
に
相
談
し
、

貸
付
を
受
け
て
も
ら
い
、
当
会
が
事
業

委
託
を
受
け
る
と
い
う
形
に
し
た
。

こ
こ
で
面
倒
な
の
は
、
貸
付
申
請
す

る
に
は
コ
ー
ス
を
測
量
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
測
量
に
は
３
０

０
万
円
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
る
と
か
。

も
ち
ろ
ん
当
会
に
は
、
そ
の
よ
う
な
資

金
的
余
裕
は
ど
こ
に
も
な
い
。
し
か
し
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
の
問
題
も
、
市

内
の
測
量
事
務
所
が
無
償
で
対
処
し
て

く
れ
た
こ
と
で
解
決
し
た
。
弘
前
市
役

所
も
ま
た
５0
万
円
の
予
算
を
付
け
て
く

れ
た
。

今
回
の「
弥
生
新
道
」の
実
現
は
さ
さ

や
か
で
は
あ
る
が
、
行
政
と
市
民
が
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
自
覚
し
参

画
す
れ
ば
、
計
画
が
実
現
す
る
と
い
う

こ
と
の
見
本
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

津
軽
森
林
管
理
署
、
弘
前
市
役
所
、
岩

木
山
環
境
保
全
協
議
会
な
ど
の
関
係
諸

機
関
、
さ
ら
に
は
地
元
弥
生
町
会
、
共

用
林
野
組
合
、
そ
し
て
、
一
般
登
山
愛

好
者
な
ど
の
理
解
と
協
力
に
感
謝
し
た

い
。当

日
の
８
月
11
日
は
登
山
口
で
盛
大

に
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
報
道
陣
合
わ

せ
て
１
０
０
人
余
り
が
参
集
し
、
岩
木

山
神
社
に
よ
る
神
事
、
協
力
者
へ
の
感

謝
状
贈
呈
、
代
表
・
来
賓
挨
拶
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
登
山
囃
子
の
競
演
、
そ
し

て
、
記
念
登
山
が
実
施
さ
れ
た
。
参
加

し
た
30
名
ほ
ど
の
登
山
者
に
は
証
明
書

が
手
渡
さ
れ
、
老
若
男
女
が
夏
の
ミ
ズ

ナ
ラ
と
ブ
ナ
の
林
を
歩
い
た
。

最
後
に
、
こ
の
秋
ま
で
に
は
、
新
道

か
ら
さ
ら
に
先
の
既
存
の
コ
ー
ス
も
含

め
て
整
備
し
、
山
頂
に
記
念
の
レ
リ
ー

フ
を
設
置
し
た
い
の
だ
が
、
そ
の
費
用

に
関
し
て
、
全
国
の
心
あ
る
登
山
愛
好

者
な
ら
び
に
関
係
諸
機
関
に
カ
ン
パ
を

お
願
い
し
た
い
。
目
標
額
８５
万
円
。
振

山
行
委
員
会

ス
ペ
イ
ン
最
高
峰
テ
イ
デ
山

登
頂
ツ
ァ
ー

花

込
先
は
、
み
ち
の
く
銀
行
土
手
町
支
店
、

普
通
口
座
２
６
４
６
４
０
３
。
津
軽
百

年
の
森
づ
く
り
。
な
に
と
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。‥

（
根
深
誠
）

越
後
支
部

高
頭
祭
と

弥
彦
た
い
ま
つ
登
山

７
月
2５
日
に
越
後
支
部
主
催
の
第
５9

回
高
頭
祭
と
新
潟
県
山
岳
協
会
主
催
の

第
63
回
た
い
ま
つ
登
山
祭
が
、
今
年
か

ら
実
施
さ
れ
る
８
月
11
日「
山
の
日
」の

新
潟
県
記
念
行
事
と
し
て
、
越
後
人
の

崇
敬
を
集
め
る
弥
彦
山（
６
３
４
ｍ
）に

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
参
加
と

し
て
、
日
本
山
岳
会「
山
の
日
」事
業
委

員
会
の
成
川
隆
顕
氏
、
全
国「
山
の
日
」

協
議
会
理
事
長
の
磯
野
剛
太
氏
を
お
招

き
し
た
。
ま
た
、
日
本
山
岳
協
会
八
木

原
圀
明
会
長
も
直
前
に
参
加
連
絡
を
い

た
だ
き
、「
山
の
日
」の
記
念
事
業
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
開
催
と
な
っ
た
。

1４
時
30
分
、
桐
生
恒
治
副
支
部
長
の

開
式
宣
言
で
始
ま
り
、
遠
藤
家
之
進
正

和
支
部
長
が
開
会
の
挨
拶
で
「
今
年
か

ら
８
月
11
日
、
山
の
日
が
国
民
の
祝
日

と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
越
後
支
部
の
高

頭
祭
と
県
山
協
の
た
い
ま
つ
登
山
祭
を
、

新
潟
県
の
山
の
日
記
念
行
事
と
し
て
今

後
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
行
事
に
、
日

本
山
岳
会
で
当
初
か
ら
山
の
日
制
定
の

重
責
を
担
わ
れ
た
成
川
さ
ん
と
全
国
山

の
日
協
議
会
理
事
長
の
磯
野
さ
ん
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。
ま
た
、
日
山

協
八
木
原
会
長
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
、御
礼
申
し
上
げ
た
い
」と
趣
旨
説
明

お
よ
び
来
賓
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

高
頭
仁
兵
衛
寿
像
前
に
て
修
祓
・
祝

詞
奏
上
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。
毎
年
こ

の
儀
式
は
、
関
川
村
村
長
の
平
田
大
六

越
後
支
部
名
誉
会
員
か
ら
本
職
神
官
並

み
の
お
祓
い
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
玉
串
奉
奠
は
、
遠
藤
越
後
支
部

長
、来
賓
の
成
川
さ
ん
、磯
野
さ
ん
、八

木
原
さ
ん
、
阿
部
信
一
県
山
協
会
長
な

ど
に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
寿
像
へ
の
献
酒
、
寿
像
碑

前
で
全
員
の
記
念
撮
影
を
行
な
い
、
成

川
さ
ん
に
「
山
の
日
制
定
ま
で
の
経
緯

と
各
支
部
の
取
り
組
み
」
と
題
す
る
記

念
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
数
年
前

の
宮
下
会
長
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
山
の

日
制
定
ま
で
の
背
景
と
経
緯
を
詳
し
く

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、成
川
さ
ん
や
磯
野
さ
ん
、日

山
協
八
木
原
会
長
を
囲
ん
で
の
歓
談
と

な
っ
た
。
16
時
ご
ろ
よ
り
弥
彦
山
頂
の

奥
ノ
院
へ
移
動
を
始
め
、
山
頂
御
神
廟

初冬の岩木山。弥生コースの新道と旧道を線で表示
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前
に
て
開
催
さ
れ
る
新
潟
県
登
山
祭
に

参
加
し
た
。
17
時
よ
り
弥
彦
神
社
神
官

に
よ
る
「
登
山
安
全
祈
願
祭
お
よ
び
松

明
登
山
清
め
祓
い
」、17
時
30
分
か
ら
は

磯
野
さ
ん
に
よ
る
「
山
の
日
記
念
行
事

と
全
国
的
盛
り
上
が
り
に
つ
い
て
」
の

山
頂
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。「
山

に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恵
み
に

感
謝
す
る
─
─
８
月
11
日『
山
の
日
』の

制
定
主
旨
は
、
登
山
だ
け
で
な
く
、
山

頂
か
ら
山
腹
、
山
麓
か
ら
山
里
を
含
む

自
然
を
体
験
す
る
こ
と
。
全
国
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
、
山
へ
の
感
性
を
初
等
教
育
か

ら
育
成
し
、
次
世
代
へ
伝
達
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
あ
る
」と
講
演
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
た
い
ま
つ
登
山
の
開
始

と
な
り
、
責
任
者
で
あ
る
越
後
支
部
役

員
で
地
元
弥
彦
山
岳
会
・
小
林
頼
雄
会

長
の
指
示
に
よ
り
た
い
ま
つ
が
灯
さ
れ
、

弥
彦
山
頂
か
ら
麓
の
弥
彦
神
社
を
目
指

し
て
下
山
開
始
す
る
。
来
賓
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
越
後
岳
人
含

め
約
１
７
０
人
の
大
行
列
と
な
っ
た
。

20
時
、
弥
彦
神
社
社
殿
に
て
山
頂
か

ら
の
御
神
火
と
し
て
お
祓
い
を
受
け
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鼓
笛
隊
が
先
導
し
て

市
中
行
進
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
幻
想

的
な
弥
彦
神
社
の
御
神
火
に
、
市
中
沿

道
で
は
御
神
輿
部
隊
も
一
時
停
止
し
て

拍
手
を
も
っ
て
迎
え
、多
く
の
参
拝
者
・

観
光
客
が
手
を
合
わ
せ
、
た
い
ま
つ
登

山
隊
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

夜
空
に
舞
い
上
が
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン

の
花
火
を
見
な
が
ら
の
た
い
ま
つ
行
進

は
、
最
高
潮
の
気
分
を
演
出
し
最
も
楽

し
い
時
間
で
あ
っ
た
。
弥
彦
駅
ま
で
の

行
進
を
終
え
、
た
い
ま
つ
を
納
め
て
終

了
し
、
弥
彦
公
会
堂
で
慰
労
会
の
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
喉
を
潤
し
、
た
い
ま

つ
登
山
の
無
事
成
功
を
祝
っ
た
。

翌
26
日
は
成
川
さ
ん
に
、
高
頭
家
菩

提
寺
・
大
滝
山
正
林
寺
に
あ
る
高
頭
翁

の
墓
参
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

‥

（
桐
生
恒
治
）

市中を行進するたいまつ登山隊

平
成
28
年
度
第
５
回（
９
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時

平
成
2８
年
９
月
1５
日
㈭
19
時
00

分
～
21
時
3４
分

場
所

集
会
室

【
出
席
者
】‥

小
林
会
長
、
吉
川
・
大
久

保
・
山
田
各
副
会
長
、
神
長
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
中

山
・
野
口
・
大
槻
・
落
合
・
山

賀
・
直
江
・
谷
内
各
理
事
、
平

井
監
事
（
所
用
の
た
め
山
賀
理

事
は
審
議
事
項
２
ま
で
、
神
長

常
務
理
事
は
審
議
事
項
４
ま

で
欠
席
）

【
欠
席
者
】‥

星
理
事
、
重
廣
監
事
、

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】‥

節
田
会
報
編
集
人

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成
28
年
度（
前
期
）海
外
登
山
助

成
対
象
登
山
隊
の
審
査
に
つ
い
て

「
東
京
農
業
大
学
創
立
１
２
５
周
年

マ
ナ
ス
ル
環
境
学
術
登
山
隊
２
０
１

６
」を
平
成
2８
年
度（
前
期
）海
外
登
山

助
成
対
象
登
山
隊
と
し
て
承
認
し
、
20

万
円
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。（
賛

成
12
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
改
正
に
つ

い
て個

人
情
報
取
扱
規
程
を
改
正
し
、
平

成
2８
年
９
月
1５
日
よ
り
施
行
す
る
こ
と

と
し
た
。（
賛
成
12
名
、反
対
な
し
で
承

会

務

報

告
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認
）

３
・
会
員
証
取
扱
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

会
員
証
取
扱
規
程
を
新
た
に
制
定
し
、

平
成
2８
年
10
月
１
日
よ
り
施
行
す
る
こ

と
と
し
た
。（
賛
成
13
名
、反
対
な
し
で

承
認
）

４
・
準
会
員
制
度
導
入
に
伴
う
支
部
助

成
金
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

準
会
員
制
度
導
入
に
伴
い
、
平
成
29

年
度
の
支
部
助
成
金
の
う
ち
事
業
補
助

金
を
３
０
０
円
減
額
し
、
支
部
会
員
１

人
あ
た
り
１
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
準
会
員
に
関
す
る
運
営

交
付
金
・
新
入
会
員
獲
得
報
奨
金
を
会

員
と
同
額
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
賛
成
13
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
委
員
会
規
程
に
お
け
る
業
務
内
容

の
見
直
し
と
次
年
度
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て（
小
林
）

全
委
員
会
に
お
い
て
委
員
会
規
程
に

お
け
る
業
務
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、

次
年
度
事
業
の
具
体
的
施
策
と
し
て
会

員
増
強
策
と「
山
の
日
」普
及
活
動
を
盛

り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
８
月
の
入
会
希
望
者
1８
名（
う
ち

復
活
1
名
）、9
月
の
入
会
希
望
者
1４
名

（
再
申
請
1
名
、
復
活
１
名
）に
つ
い
て

入
会
承
認
を
行
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。（
小
林
）

２
・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員
会

委
員
長
の
交
代
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。（
大
久
保
）

３
・
７
月
26
日
㈫
に
行
な
わ
れ
た
内
閣

府
に
よ
る
立
入
検
査
の
実
施
状
況
お
よ

び
受
検
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
吉
川
、
佐
藤
）

４
・
寄
付
金
19
件
の
受
入
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

５
・
内
閣
府
に
よ
る
立
入
検
査
時
の
指

摘
を
受
け
て
会
計
管
理
手
続
き
等
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
吉
川
）

６
・
財
務
状
況
と
支
部
の
現
状
分
析
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
吉
川
）

７
・
各
種
資
料
の
使
用
承
認
申
請
６
件
、

後
援
名
義
使
用
申
請
１
件
、
画
像
使
用

許
可
１
件
に
つ
い
て
承
認
し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。（
神
長
、
佐
藤
）

８
・
平
成
2８
年
度
安
全
登
山
普
及
指
導

者
中
央
研
修
会（
第
２
回
）の
開
催
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

９
・
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
お
よ
び

国
民
の
祝
日「
山
の
日
」施
行
記
念
事
業

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
大
久
保
）

10
・
第
１
回「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
大
久
保
）

11
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
中
山
）

12
・
平
成
2８
年
度
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
谷
内
）

13
・
7
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰
に
開
催
さ

れ
た
自
然
保
護
全
国
集
会
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
谷
内
）

14
・
9
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰
に
開
催
さ

れ
た
東
日
本
支
部
合
同
会
議
の
開
催
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

15
・
登
山
教
室
等
を
実
施
す
る
場
合
の

旅
行
業
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

16
・
年
次
晩
餐
会
の
参
加
申
込
み
方
法

の
変
更
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

（
佐
藤
）

17
・
同
好
会「
平
日
ク
ラ
ブ
」の
新
規
登

録
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

18
・「
山
」、『
山
岳
』の
発
行
予
定
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
神
長
）

19
・『
改
訂

新
日
本
山
岳
誌
』の
執
筆

者
へ
の
印
税
支
払
い
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。（
節
田
）

【
今
後
の
予
定
】

１
・
西
日
本
支
部
合
同
会
議

９
月
2４

日
㈯
～
2５
日
㈰

大
阪
ア
カ
デ
ミ
ア
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◆
講
演
会
の
お
知
ら
せ　

�

自
然
保
護
委
員
会

今
、
シ
カ
の
食
害
問
題
は
急
速
に
拡

大
し
て
い
る
喫
緊
の
問
題
で
す
。
現
状

を
知
り
、私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、方

法
を
考
え
行
動
す
る
た
め
に
、
長
年
研

究
を
し
て
い
る
高
槻
成
紀
氏
（
麻
布
大

学
い
の
ち
の
博
物
館
上
席
学
芸
員
・
理

学
博
士
）の
講
演
会
で
す
。　

演
題　
「
シ
カ
研
究
者
が
み
た
最
近
の

日
本
の
山
」

日
時　

11
月
2５
日
㈮
1８
時
30
分
～
20
時

30
分（
開
場
1８
時
）

会
場　

日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
１
０
４
号

室

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

４５
名

問
合
せ　

川
口
章
子

・

０
４
７　
４
６
３　
８
７
２
１

syuaki@
pony.ocn.ne.jp

◆『
木
の
目
草
の
芽
』１
２
４
号
を
発
行

�

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
機
関
紙
『
木
の
目

草
の
芽
』１
２
４
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
号
は「
自
然
保
護
全
国
集
会
㏌
高
知
」

の
報
告
号
②
で
す
。
四
国
支
部
の
石
川

愼
吾
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
三

嶺
の
自
然
」や
、工
石
山
と
牧
野
植
物
園

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
報
告
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

購
読
申
し
込
み

川
口
章
子　

０
４
７
（
４
６
３
）
８

７
２
１　

syuaki@
pony.ocn.ne.jp

ま
で
。

▼
ま
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
日
本
山
岳

会
の
活
動
案
内
→
自
然
保
護
委
員
会
→

委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
機
関
紙

http://w
w
w
.jac.or.jp/info/iinkai/

shizenhogo/new
sletter.htm

l

◆
八
方
ス
キ
ー
集
会
の
ご
案
内

�

山
行
委
員
会

１
月
の
ス
キ
ー
懇
親
集
会
は
、
多
彩

２
・
次
期
理
事
会
等　

10
月
度
常
務
理

事
会　

10
月
４
日
㈫
1８
時
30
分
～　

集

会
室　

10
月
度
理
事
会　

10
月
12
日
㈬

19
時
～　

集
会
室

３
・
支
部
長
会
議‥

12
月
３
日
㈯
10
時

30
分
～　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

４
・
年
次
晩
餐
会　

12
月
３
日
㈯
13
時

30
分（
受
付
開
始
）　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル会
員
異
動

物
故

阿
部
鉄
男（
６
９
６
０
）　‥

16
・
９
・
４

内
山
鎮
伸（
１
５
５
０
８
）‥

16
・
８
・
26

退
会

荻
野
和
彦（
８
１
８
７
）　

岐
阜

9月9月

1
日　

学
生
部　

支
部
事
業
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

2
日　

学
生
部　

平
日
ク
ラ
ブ

3
日　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

5
日　

総
務
委
員
会

6
日　

常
務
理
事
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ

7
日　

図
書
委
員
会　

山
行
委
員
会　

8
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

山
岳
地
理
ク

ラ
ブ　

九
五
会

9
日　

学
生
部

12
日　

資
料
映
像
委
員
会　

ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

13
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

学

生
部　

緑
爽
会

1４
日　

休
山
会　

山
想
俱
楽
部

1５
日　

理
事
会　

医
療
委
員
会　

科
学

委
員
会　

み
ち
の
り
山
の
会

16
日　

会
員
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ｇ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

17
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

20
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

21
日　

青
年
部　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

三

水
会　

つ
く
も
会

23
日　

山
岳
編
集
委
員
会　

山
遊
会

26
日　

総
務
委
員
会　

図
書
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

27
日　

山
岳
編
集
委
員
会　

デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

再
生
員

会　

二
火
会　

2８
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

00
会

29
日　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

９
月
来
室
者　

５
０
５
名

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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な
ゲ
レ
ン
デ
を
有
す
八
方
尾
根
に
て
開

催
し
ま
す
。
宿
泊
は
移
動
に
は
好
位
置

な
ゴ
ン
ド
ラ
乗
り
場
至
近
の
雷
鳥
ヒ
ュ

ッ
テ
で
す
。

日
程　

平
成
29
年
１
月
22
日
㈰
～
2４
日

㈫
費
用　

２
万
２
０
０
０
円（
宿
泊
費
、保

険
、
通
信
、
懇
親
会
費
等
含
む
）

宿
泊　

八
方
尾
根‥

雷
鳥
ヒ
ュ
ッ
テ‥

定
員　

2５
名（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

申
込
み　

12
月
20
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

住
所
、氏
名
、電
話
等
を
明
記
し
、郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
高
橋
聡
宛

〒
１
０
２　
０
０
７
２‥

東
京
都
千
代

田
区
飯
田
橋
２　
12　
10　

０
３　

３
２
２
２　
０
９
０
８　

sanko@
jac.or.jp

＊
参
加
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

◆
第
34
回
図
書
交
換
会�����

�

図
書
委
員
会

今
年
も
図
書
交
換
会
を
年
次
晩
餐
会

で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈯
1５
時
か
ら
抽
選
を

開
始
し
ま
す
。
1４
時
か
ら
開
場
で
す
。

陳
列
し
た
本
を
ご
覧
の
う
え
、
抽
選

開
始
時
間
ま
で
に
購
入
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
年
次
晩
餐
会
に
出
席
さ
れ
な

い
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
例

年
ど
お
り
事
前
申
込
み
も
受
付
け
ま
す

（
事
前
申
込
み
に
つ
い
て
は
11
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

場
所　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

年
次
晩

餐
会
会
場

問
合
せ　

三
好
ま
き
子
（

０
９
０　

８
０
１
９　
８
６
０
１　

344m
m
‥

@
m
be.nifty.com

）

◆「
山
の
日
」特
別
講
演
会
開
催

�

埼
玉
支
部

　

白
根
御
池
小
屋
管
理
人
を
し
て
い
る
、

高
妻
さ
ん（
埼
玉
支
部
員
）の
お
話
を
聞

く
会
を
催
し
ま
す
。
富
士
山
に
次
ぐ
高

峰
北
岳
の
中
腹
に
あ
り
、２
２
３
０
ｍ
の

山
小
屋
と
し
て
多
く
の
登
山
者
の
お
世

話
に
従
事
し
て
き
た
な
か
で
の
よ
も
や

ま
話
を
、
映
像
を
交
え
て
お
話
し
ま
す
。

講
演
者　

高
妻
潤
一
郎
氏

テ
ー
マ　
「
北
岳
周
辺
で
の
登
山
・
山

小
屋
事
情
と
変
遷
」‥〈
副
題
〉白
根
御

池
小
屋
の
歴
史
や
、
小
屋
周
辺
の

花
々
・
南
ア
ル
プ
ス
北
部
の
山
々
の

紹
介
と
近
く
で
発
生
し
た
山
の
事
故

の
傾
向
と
対
策
。

日
時　

平
成
2８
年
12
月
７
日
㈬
19
：
00

～
21
：
00　
（
受
付
：
1８
：
30
）

場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
10
階　

第
13
集
会
室
（
Ｊ
Ｒ
浦
和

駅
東
口
パ
ル
コ
内
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

埼
玉
支
部
安
全
登
山
委
員
会
、

宮
川　

m
iyachan-5go@

tbb.
t-com

.ne.jp

ま
た
は
携
帯
０
９
０　

２
６
４
８　
１
９
４
７
へ

◆
第
２
回
雪
崩
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
学

生
の
会　

日
本
山
岳
会
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
雪
崩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

日
本
雪
崩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
山

岳
会
学
生
部
は
、
大
学
山
岳
部
・
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
・
ク
ラ
ブ
等
に
所

属
す
る
学
生
を
対
象
に
、
雪
崩
安
全
対

策
に
係
わ
る
会
を
催
し
ま
す
。
学
生
自

ら
が
、
主
体
的
に
山
岳
に
存
在
す
る
危

険
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

目
的　

雪
崩
事
故
発
生
の
可
能
性
を
低

減
す
る
と
と
も
に
、
事
故
発
生
時
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め

日
時　

11
月
20
日
㈰
13
：
00
～
16
：
00

（
開
場
は
30
分
前
）

会
場　

早
稲
田
大
学
東
伏
見
キ
ャ
ン
パ

ス　

体
育
教
室
棟
7５　
２
号
館　

１

０
５
号
室
（
東
京
都
西
東
京
市
東
伏

見
２　
７　
５
）

対
象　

冬
山
で
活
動
す
る
大
学
山
岳

部
・
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
・
そ

れ
に
類
す
る
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
大



山　857−２０16・1０・２０（第三種郵便物認可）

■19

学
生
や
専
門
学
校
生

内
容　

安
全
セ
ミ
ナ
ー
「
雪
崩
の
基
礎

と
事
故
の
実
態
」（
日
本
雪
崩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
講
師
に
よ
る
雪
崩
現
象
と
事

故
統
計
に
つ
い
て
の
講
演
）　

事
例

報
告「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
事
故
の
報
告
」

（
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
）

会
費　

無
料

申
込
み　

日
本
山
岳
会
Ｈ
Ｐ
の
イ
ベ
ン

ト
案
内
欄
参
照

◆
松
田
敏
男�

山
の
絵
画
・
版
画
展

南
ア
・
北
ア
・
尾
瀬
・
大
雪
山
、
ス

イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
山
や
花
を
、
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
・
漆
絵
・
日
本
絵
画
・
色

鉛
筆
画
等
、
様
々
な
手
法
で
山
の
表
情

に
迫
っ
た
作
品
22
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
㈫
～
1８
日
㈰
12
：
00

～
19
：
00（
最
終
日
は
1８
：
00
ま
で
）

場
所　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
恵
風　

〒
６
０
６

　

８
３
９
２‥

京
都
市
左
京
区
丸
太
町

通
東
大
路
東
入
ル
南
側　

‥

０
７
５　
７
７
１　
１
０
１
１

０
７
５　
７
７
１　
０
３
５
１

U
R
L
‥http://keifu.blog

８6.fc2.com
/

g-keifu@
hotm

ail.co.jp

交
通　

＊
京
都
市
バ
ス‥

熊
野
神
社
前

バ
ス
停
下
車
す
ぐ　

＊
京
阪
電
車
神

宮
丸
太
町
駅
よ
り
徒
歩
５
分　

＊
京

都
市
美
術
館
か
ら
徒
歩
７
分

日本山岳会会報　山　857 号
2016年（平成2８年）10月20日発行
発行所　公益社団法人日本山岳会
　〒102－00８1
　東京都千代田区四番町５-４
　サンビューハイツ四番町
　TEL　東京（03）3261-４４33
　FAX　東京（03）3261-４４４1
発行者　日本山岳会会長　小林政志
編集人　節田重節
　E-メール：jac-kaiho@jac.or.jp
印　刷　株式会社　双陽社

❖
編
集
後
記
❖

◦
こ
の
10
月
１
日
か
ら「
準
会
員
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
実

績
の
あ
る
登
山
者
の
サ
ロ
ン
的
イ
メ
ー

ジ
の
強
い
当
会
で
し
た
が
、
近
年
は
中

高
年
者
か
ら
若
者
ま
で
、
登
山
を
体
系

的
に
学
び
た
い
と
門
を
叩
く
人
々
が
増

え
て
い
ま
す
。８0
年
代
の「
中
高
年
登
山

ブ
ー
ム
」か
ら
始
ま
っ
て「
山
ガ
ー
ル
ブ

ー
ム
」へ
と
、日
本
の
登
山
人
口
の
底
辺

が
大
き
く
広
が
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て

少
々
高
か
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
敷
居
が
、
準

会
員
制
度
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
で
も
下

げ
ら
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

◦
し
か
し
、
未
組
織
登
山
者
を
受
け
入

れ
、啓
蒙
・
教
育
し
て
い
く
こ
と
は
、大

変
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
。
と
り
わ

け
次
代
を
担
う
若
き
指
導
者
の
育
成
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
体
制
づ
く

り
が
急
が
れ
ま
す
。　

‥

（
節
田
重
節
）

箱
根
外
輪
山
の
乙
女
峠
・
丸
岳

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

最
高
峰
の
丸
岳
は
標
高
１
１
５
４

ｍ
で
、
ル
ー
ト
上
か
ら
は
富
士
山
の

ほ
か
、
箱
根
山
や
芦
ノ
湖
の
展
望
が

楽
し
め
ま
す
。
往
復
と
も
チ
ャ
ー
タ

ー
バ
ス
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。
歩

程
は
昼
食
休
憩
を
含
め
て
４
時
間

程
度
、
標
高
差
５
５
０
ｍ
。

日
時　

平
成
2８
年
12
月
４
日
㈰　

雨
天
決
行

集
合　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口　

工
学

院
大
学
ビ
ル
前　

午
前
８

時（
時
間
厳
守
）

解
散　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口　

午
後

４
時（
予
定
）

定
員　

１
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

参
加
費
・
振
込
先　

４
５
０
０
円

（
バ
ス
代
、
記
念
品
、
写
真

代
等
含
む
）。

参
加
希
望
の
方
は
11
月
11
日
㈮

ま
で
に
、
必
ず
参
加
者
の
個
人
名
で

（
会
員
番
号
明
記
の
上
）
お
振
込
み

く
だ
さ
い
《
振
込
先
＝
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行　

千
駄
木
支
店　

普
通

０
０
８
２
８
２
９　

名
義
日
本
山
岳

会
山
行
委
員
会　

委
員
長
・
清
登
緑

郎
》。

　

振
込
ま
れ
た
方
に
は
後
日
、
詳
細

案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
参
加

は
事
前
振
込
が
条
件
で
す
。
ま
た
、

貸
切
バ
ス
予
約
の
た
め
に
お
振
込

後
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
。

問
合
せ　

清
登
緑
郎

０
９
０　
９
３
２
５　
８
２
５
８
、‥

sanko@
jac.or.jp　

�

（
山
行
委
員
会
）

「
晩
餐
会
記
念
懇
親
山
行
」の
ご
案
内 

初冬の乙女峠




